








流産をくり返したら 「不育症」 かもしれません

西部医療センター産婦人科での不育症診療

名古屋市立大学不育・不妊センターと連携し、医師・助産師・看護師・
臨床心理士などの「不育症診療チーム」がサポートします！

「不育症かもしれない」と思ったら、是非ご紹介・ご連絡下さい。

当院は、名古屋市不育症検査費用助成事業として

流産絨毛染色体検査の公費負担
が受けられる施設に承認されました（2021年6月）
※愛知県下では、西部医療センターと名市大の2施設のみ

名古屋市不育症
検査費用助成事業

名古屋市立大学医学部附属西部医療センター産婦人科
不育症担当 尾崎康彦

《診察予約》 地域医療連携センター
（直通）TEL : 052-991-8145

＜不育症検査＞ ※以下の検査は保険診療範囲内で可能

①抗リン脂質抗体
②夫婦染色体検査
③超音波検査
④内分泌検査

⑤ MRI
⑥子宮鏡検査
⑦ LAC（名市大研究室にて実施）

●2回以上の流産時の場合
当院での流産手術と同時に
絨毛染色体検査が可能です。

●流産手術後の場合
月経再開後であれば直ぐに
検査を開始することが可能です。

●夫・パートナーの検査
産婦人科で行います。

妊娠はするが流死産をくり返して生児が
得られない状態を不育症といい、3回以上
連続する流産を習慣流産といいます。
流産は妊娠の約10~15％に発症し、
不育症は約5％、習慣流産は約1％に認め
られます。
※不育症診療では胎児絨毛染色体検査
が重要と考えられています。

不育症の原因 推奨される検査 治療方針

抗リン脂質抗体

●ループスアンチコアグラント
リン脂質中和法 APTT

希釈ラッセル蛇毒法 RVVT

●抗カルジオリピン抗体もしくは
抗b2GPI/カルジオリピン複合体抗体

※いずれも12週間持続

妊娠初期からの
低用量アスピリン・
ヘパリン療法

子宮先天異常 3D超音波検査
中隔子宮に対する
中隔切除術

カップルの染色体異常
（均衡型転座）

染色体G分染法
遺伝カウンセリング
着床前検査

絨毛染色体異数性 絨毛染色体検査
遺伝カウンセリング
着床前検査

不育症の原因と治療法

THE LANCET: Miscarriage 1, April 26, 2021 欧州・米国生殖医学会 、国際抗リン脂質抗体学会
第39回日本受精着床学会での名古屋市立大学からの報告



域医療連携講演会

名古屋市立大学病院 東部医療センター 西部医療センター

３病院合同地域医療連携講演会

WEB開催

～講演会開催のお知らせ～

2021年11月6日（土）15：30～ 18：00

西部医療センター

名古屋西部 呼吸器疾患懇話会

【お問い合わせ】 名古屋市立大学医学部附属 西部医療センター
地域医療連携センター直通 052-991-8145

WEB開催
2021年10月20日（水）19：45～ 21：00
（予定）
一般講演：西部医療センター呼吸器内科医師
特別講演：名古屋市立大学大学院医学研究科

呼吸器・免疫アレルギー内科学 教授 新実彰男先生
「COPD関連」（仮）

※詳細内容・お申し込み方法につきましては、別途ご案内させていただきます。
※各講演会については日本医師会生涯教育講座単位として申請を予定しております。
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